
●
 

毎

号
と
じ
こ
ん
でく
だ
さい
。
 

き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す。

 

，
 

ま
た
来
る
春
を
、
き
れ
い
に
迎
え
よ
う
、
と
、
四
年
生
以
上
の

緑
の
少
年
団
一塁
ハ
十
七
人
は
、
昨
年
の
暮
れ
、
校
舎
の
ま
わ
り
の

花
壇
を
、
す
つ
か
り
き
れ
い
に
しま
し
た
。
枯
れ
た
庭
木
を
と
り

除
き
、
落
葉
を
集
め
る
と
、
み
る
み
る
、
す
っ
き
り
さ
つ
ば
り
。
 

緑
の
少
年
団
は
、昨
年
、
緑
化
推
進
功
労
者
と
し
て
、
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
い
た
だ
く
な
ど
、
緑
い
つ
ぱ
い
の
環
境
づく
り
に
が
 

ん
ば
つ
て
い
ま
す
。
 

（
野里
小
学
校
）
 

／クダHへの子とるたち ／ 

待

ち
遠
し

い
な
、
春
っ
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シンボルマーク 

(+4) 
(+7) 

(+1 1) 
(+1 1) 

住民基本台帳） 

人口と世帯 
ー ”J 前月比 

帯
 

男
女

計
世
 

シンボルマーヲ
広報

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

待
ち
遠
し
い
な
、
者
。

ま
た
来
る
春
を
、
き
れ
い
に
迎
え
よ
う
、
と
、
四
年
生
以
上
の

緑
の
少
年
団
員
六
十
七
人
は
、
昨
年
の
暮
れ
、
校
舎
の
ま
わ
り
の

花
澄
を
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
枯
れ
た
庭
木
を
と
り

除
き
、
落
葉
を
集
め
る
と
、
み
る
み
る
、
す
っ
き
り
さ
っ
ぱ
り
。

緑
の
少
年
団
は
、
昨
年
、
緑
化
推
進
功
労
者
と
し
て
、
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
い
た
だ
く
な
ど、

緑
い
っ
ぱ
い
の
環
境
づ
く
り
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

(

野
里
小
学
校
)

/ 明日への子どもたち

前月比

男 23 ， 637 ‘ (+4) 

女 26，295 トi (+7)
計 49，932 ;' (+11) 

世帯数 16，591 (+11) 

(12月31円現在住民基本台帳)

人口と世帯

lf事ま No.775 
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警Jff1'?鷲ラ襲抄 
二
十

一
世
紀
へ
向
け
、

ま
ち
は

今
、
大
き
く
変
ろ

う
と

し
て
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
一
日
、

市
街
地
整
備
基
本

計

画
策
定
調
査
委
員

会
（
渡
部
与

四
郎
委
員
長
ー
法

政
大
学

工
学
部

教
授
）
よ

り
、
そ
の
構
想
を

ま
と
め
た
「
市
街
地

整
備
基
本
計

画
」
の
概
要
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

五
能
線
を
中

心
に
、

現
在
の
市
街
地

（
オ
ー
ル
ド
タ
ウ

ン
）
と
、
新
市
街
地

（
駅
東
南
部

の
シ
テ
ィ

ー
ー
十
一
）
を

結
び
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
す
も
の
で
す
。
 

一
、
旧
市
街
地
の
再
生
 

o

中
心
商
業
地
の
、
車
柄
交
通
と

歩
行
者
空
間
の
整
備
。
 

o

駅
西
口
と
、
駅
東
口
の
、
連
絡

路
（
橋
上
パ
ー
ク
）
の
整
備
。
 

O
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
、
百
十
一

本
の
市
内
の
堰
を
生
か
し
、「津
軽

平
野
み
ず
未
来
都
市
五
所
川
原
」
 

広域・スポーツ・レクリエーションゾーン 

（虫おくりの山） 

学園都市ゾーン 

/ 
高生産性農業ゾーン／ 

（虫おくりの丘） 

シティ12 1 

弱さと景観創成'I ン 

長期的に増設を
才寅’るI.c 
'  り一一一ー’ 	~ 
/
/ 

/  

広域 文化・レクリエーション 

// 

と
し
て
の
、

緑
あ
ふ
れ
る
散
策
路
 
り
】
 

の
整
備
。
 

O
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
 

商
業
地
の
拠
点
づ
く
り
。
 

O
岩
木
川
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

ン
施
設
と
、
商
業
地
の
複
合
化
。
 

o

飲
食
、
娯
楽
ゾ

ー
、
ノに
、民
謡
、
 

文
化
資
源
を
発
展
さ
せ
、
回
遊
性

を
高
め
、
個
性
あ
る
夜
の
観
光
を

目
ざ
す
。
 

一
一
、新
市
街
地
の
創
成
 

O
新
し
い
ま
ち
は
、
エ
ル
ム
の
街
 

（
大型
店
を
中
心
と
し
た
、
複
合

商
店
街
廿
三
千
台
収
容
の
大
規
模

駐
車
場
の
整
備
）
と
、
新
住
宅
団

地
の
造
成
。
 

O
虫
お
く
り
の
里
、
丘
を
中
心
に

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
 

シ
ョ
ン
の
た
め
の
、
公
園
、
広
場

の
整
備
。
 

o

高
速
度
交
通
体
系
に
留
意
し
、
 

津
軽
自
動
車
道
五
所
川
原
イ
ン
タ
 

ー
チ
ェ
ン
ジ
と
、
エ
ル
ム
の
街
を

連
絡
す
る
、ル
ー
プ
道
路
の
整
備
。
 

以
上
、
ざ
っ
と
紹
介
し
ま
し
た

が
、
い
か
が
で
す
か
。
 

平
成
五
年
、
ま
ち
は
、
 一
歩
、
 

大
き
く
歩
き
始
め
ま
し
た
。
 

、lえますか
守して一

二
十
一

世
紀
へ
向
け
、
ま
ち
は
今、

大
き
く
蛮
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
十
二
月
二
十
一
日
、
市
街
地
整
備
基
本
計

画
策
定
調
査
委
員
会

(渡
部
与
四
郎
委
員
長

1
法
政
大
学

工
学
部
教
授
)
よ
り
、
そ
の
構
想
を
ま
と
め
た

寸市
街
地

整
備
基
本
計
画
」
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

五
能
線
を
中
心
に
、
現
在
の
市
街
地

(オ
ー
ル
ド
タ
ウ

ン
)
と
、
新
市
街
地

(駅
東
南
部
の
シ
テ
ィ
二
十
ご
を

結
び
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
す
も
の
で
す
。

一
、
旧
市
街
地
の
再
生

O
中
心
商
業
地
の
、
車
繭
交
通
と

歩
行
者
空
間
の
整
備
。

O
駅
西
口
と
、
駅
東
口
の
、
連
絡

路

(橋
上
パ
l
ク
)
の
整
備
。

O
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
、
百
十

一

本
の
市
内
の
堰
を
生
か
し
、
「
津
軽

平
野
み
ず
未
来
都
市
五
所
川
原」

ー，

広域・スポーツ・レクリエーションゾーン

(虫おくりの山)
長期的に増設を
検F駈る1.c. 

/ 

と
し
て
の
、
緑
あ
ふ
れ
る
散
策
路

の
整
備
。

O
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
を
中
心
と
し
た

商
業
地
の
拠
点
づ
く
り
。

。
岩
木
川
野
外
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ

ン
施
設
と
、
商
業
地
の
複
合
化
。

O
飲
食
、
娯
楽
ゾ
l
ン
に
、
民
謡
、

文
化
資
源
を
発
展
さ
せ
、
回
遊
性

を
高
め
、
個
性
あ
る
夜
の
観
光
を

目
ざ
す
。

二
、
新
市
街
地
の
創
成

。
新
し
い
ま
ち
は
、
エ
ル
ム
の
街

(大
型
庖
を
中
心
と
し
た
、
複
合

商
庖
街
l
三
千
台
収
容
の
大
規
模

駐
車
場
の
整
備
)
と
、
新
住
宅
団

地
の
造
成
。

O
虫
お
く
り
の
里
、
丘
を
中
心
に

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
、
公
園
、
広
場

の
整
備
。

O
高
速
度
交
通
体
系
に
留
意
し
、

津
軽
自
動
車
道
五
所
川
原
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
と
、
エ
ル
ム
の
街
を

連
絡
す
る
、
ル
ー
プ
道
路
の
整
備
。

以
上
、
ざ

っ
と
紹
介
し
ま
し
た

が
、
い
か
が
で
す
か
。

平
成
五
年
、
ま
ち
は
、
一
歩
、

大
き
く
歩
き
始
め
ま
し
た
。

2 



幾世森 
ヒュー7>)レク 

敵整自動鱗遺 

ウン 

堰と歴史の道を
生かした都市軸 

「
R
典
 

イ I 

オールドタウンの再生と

シティー21の創成 

姉
 

(（
・叩
m
譲
廻
国
＋
響
輪
）
至
 

一ー“一~ 
市街」tt環状道路 

都市環状道路 

幹線堰 
（津軽平野水郷の路） 

新都市複合拠点 
	~ 

五所月源I尤． 

至 金木 

都市型農業ゾーン 

市内蘇ーツ・ーーー 

レクリエーション拠点 

RiOl 

至 柏村 

線
 

ヒ
ヒ

ム
月
 

五
【
 

「
ェ
ル
ム
の
ま
ち
つ
く
り
」
 

事
務
所
開
き
 

中村伸太郎氏 

エ
ル
ム
の
街
づ
く
り
を
目
指
す
 

「五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社
」
 

（
中
村伸
太
郎
代
表
取
締
役
）
の

事
務
所
が
、
十
二
月
十
五
日
に
開

所
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
所
式
に
は
、
佐
々
木
市
長
を

は
じ
め
、
川
村
恒
儀
商
工
会
議
所

会
頭
及
び
、
関
係
者
四
十
名
が
出

席
、
街
づ
く
り
の
、
本
格
始
動
を

祝
い
ま
し
た
。
 

エ
ル
ム
の
街
は
、
五
所
川
原
駅

東
南
部
の
、
商
業
高
校
に
隣
接
す

る
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
、
 

店
舗
面
積
、
二
万
二
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
市
の
、
新
都

市
複
合
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

3
 

告相
指
山
富
判
明
叫

金木

五能線

市内λポーツ

レクリエーショY拠点

⑪ 

オールドタウンの再生と
シティー21の創成

都市型農業ゾーン

弘前バ!

前-私笈 「エ
ル
ム
の
ま
J

慌
て
っ
く
り
」

事
務
所
聞
き

エ
ル
ム
の
街
守
つ
く
り
を
目
指
す

「
五
所
川
原
街
、
、
つ
く
り
株
式
会
社
」

(
中
村
伸
太
郎
代
表
取
締
役
)
の

事
務
所
が
、
十
二
月
十
五
日
に
開

所
さ
れ
ま
し
た
。

開
所
式
に
は
、
佐
々
木
市
長
を

は
じ
め
、
川
村
恒
儀
商
工
会
議
所

会
頭
及
び
、
関
係
者
四
十
名
が
出

席
、
街
守
つ
く
り
の
、
本
格
始
動
を

祝
い
ま
し
た。

エ
ル
ム
の
街
は
、
五
所
川
原
駅

東
南
部
の
、
商
業
高
校
に
隣
接
す

る
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
、

庖
舗
面
積
、

二
万
二
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
市
の
、
新
都

市
複
合
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

中村伸太郎氏

3 
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t軸線集護 ー平成一5,．二疫 

五所川原市教育振興会では、次の要領により平成 5 年度の 

奨学生の募集をします。 

奨学金を希望する方は、在学している学校を経由して五所 
川原市教育委員会総務課へお申し込みください。 
1．募集期間 平成 5年1月15日から 2 月15日まで。 
2．応募資格 

次のすべてに該当する人とします。 

①平成 5年 4 月に高等学校または大学等に入学志望の人。 
②人物、学業ともに優秀でかつ健康であるが、著しく学資 

の支弁が困難と認められる人。 
③市内に在住している人。 

④過去3年間、全教科の平均成績が3.5点（ 5段階評価）以 
上の人。 

3．貸与金額 

①高等学校 

公立、私立とも入学金及び授業料相当額（在学期間）と 

する。 
②大学等 

公立、私立とも入学支度金として60万円を限度とする。 
4.返還方法 
①高等学校 

卒業の翌年から奨学金を受けた期間の倍の期間以内に返 

還する。 
②大学等 

卒業の翌月から 6 カ月経過後、就学期間の倍の期間以内 
に返還する。 

※ 詳細は、五所川原市教育委員会総務課へお問い合わせく 
ださい。 （廿 0173-35-2111 内線293) 

市
税
完
納
街
頭
涛
無
麟
  難
麟
 

市
税
の
納
め
忘
れ
 

あ
り
ま

せ
ん
か
 

技
能
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
 

本
年
度
下
期
に
お
け
る
出
稼

労
働
者
就
労
前
技
能
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

◇
 
実
施
年
月
日
 
平
成
五
年

一
月
二
十
六
日
と

一
十八
日

ま
で
の
三
日
間
。
 

◇
 
受
講
科
目
 
E
掛
。
 

◇
 
申
し
込
み
期
限
 

一
月
一
一

十
日
ま
で
。
た
だ
し
定
員
の

三
十
名
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
 

◇
 
受
講
料
 
無
料
。
 

◇
 
場
所
 
受
講
申
し
込
み
書
、
 

問
い
合
わ
せ
、
西
北
労
働
基

準
協
会
。
 

一
轟
購
難勅
感
麟麟
一機議
畷
 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
第
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
号
被
保
険
者
、

第
ニ
号
被
保
 

届
け
出
を
し
て
い
な
か
っ
た
 

険
者
、
第
三
号
被
保
険
者
の
三
 
た
め
、

「年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

」
 

種
類
の
種
別
に
区
分
さ
れ
て
い
  

と
か
「
年
金
の
額
が
少
な
い

」
 

ま
す
。
 

と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
 

加
入
期
間
四
十
年
の
間
に
は
、
 

 

に
、

自
分
の
年
金
は
自
分
で
守

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
い
ろ
  

り
ま
し
ょ
う
。
 

い
ろ
人
生
の
節
目
が
あ
り
、

そ
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
町
村
役
 

れ
に
応
じ
て
国
民
年
金
の
加
入
  

場
の
国
民
年
金
係
で
お
た
ず
ね
 

の
種
別
も
変
更
に
な
り
ま
す
。
 
 

く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
 

く
、

配
偶
者
も
同
時
に
変
更
に
  

・
間
い
合
わ
せ
 
国
保
年
金
課
 

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
 

（
二五
八
）
 

そ
の
時
々
に
国
民
年
金
の
種
別
 

変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
な
い
よ
 

十
二
月
十
九
日
と
二
十
五
日
、
 

中
三
デ
パ
ー
ト
前
と
旧
ロ
ー
タ

リ
ー
で
、
市
役
所
収
納
課
、
国

保
年
金
課
、
税
務
課
合
同
の
、
 

市
税
完
納
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

（善
意
の
花
か
こ
）
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
外
崎
タ
セ

（
市
内
旭
町六
）
 

廿
故
外
崎
源
次
郎
氏
の
香
典
返
 

し
と
し
て
三
十
万
円
。
 

〇
菊
栄
会

（
中
村
博和
会
長
）
 

佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
、
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（
木
村
清

吏

云
長
）
市
職
員
等
ニ
十
五
名

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
、
市

税
完
納
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

廿
ホ
ー
ム
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
収

益
金
、
 一
万
六
千
三
百
八
十
七

円
。
 

〇
新
町
町
内
会

（神
幸
一
会
長
）
 

新
町
商
店
会
（
岩
谷
正
浩
会
長
）
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村
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岩
場
に
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れ
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賀
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村
 

十
三
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冬
麗
 

三
和
 
窒
村
 

廿
資
源
売
却
益
金
、
三
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
ロ
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タ
リ
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（川
村
恒
儀
会
長
）
廿
歳
末

助
け
合
い
募
金
廿
十
万
円
。
 

(
 

《
 

再再開~酔R哩諜朝畠を謀議翌
五所川原市教育振興会では、次の要領により平成 5年度の

奨学生の募集をします。

奨学金を希望する方は、在学している学校を経由して五所

川原市教育委員会総務課へお申し込みください。

1.募集期間 半成 5年 l月15日から 2月15日まで。

2.応募資格
次のすべてに該当する人とします。

①平成 5年4月に高等学校または大学等に入学志望の人。

②人物、学業ともに優秀でかつ健康であるが、著しく学資

の支弁が困難と認められる人。

③市内に在住している人。

④過去3年間、全教科の平均成績が3.5点(5段階評価)以

上の人。

3.貸与金額

①高等学校

公立、私立とも入学金及び授業料相当額(在学期間)と

する。

②大学等

公立、私立とも入学支度金として60万円を限度とする。

4.返還方法
①I缶等学校

卒業の翌年から奨学金を受けた期間の倍の期間以内に返

還する。

②大学等

卒業の翌I1から 6カ月経過後、就学期1mの倍の期間以内
に返還する。

※ 詳細は、五所川原市教育委員会総務課へお問い合わせく

ださい。(含 0173-35-2111内線293)
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0
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と

い

う

こ

と

に

な

ら

な

い

よ

う

加
入
期
間
四
十
年
の
聞
に
は
、

に
、
自
分
の
年
金
は
自
分
で
守

就
職
・

退
職
・

結
婚
な
ど
い
ろ
り
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
人
生
の
節
目
が
あ
り
、
そ
詳
し
い
こ
と
は
、
市
町
村
役

れ
に
応
じ
て
国
民
年
金
の
加
入
場
の
国
民
年
金
係
で
お
た
ず
ね

の
種
別
も
変
更
に
な
り
ま
す
。
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
自
身
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
も
同
時
に
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
時
々
に
国
民
年
金
の
種
別

変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
な
い
よ

-
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜

(
二
五
八
)

重量
市議主
税
の
納
あめ
り亡
dじρ

まれ
せ
ん
か

十
二
月
十
九
日
と
二
十
五
日
、

中
三
デ
パ

ー
ト
前
と
旧
ロ
ー
タ

リ
ー
で
、
市
役
所
収
納
謀
、
国

保
年
金
謀
、

税
務
課
合
同
の
、

市
税
完
納
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
、
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会

(木
村
清

孝
会
長
)
市
職
員
等
二
十
五
名

が
、
市
民

一
人
ひ
と
り
に
、
市

税
完
納
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

@
社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
外
崎
タ
セ

(
市
内
旭
町
六
)

M
M
故
外
崎
源
次
郎
氏
の
香
典
返

し
と
し
て
三
十
万
円
。

O
菊
栄
会

(中
村
博
和
会
長
)

ーホ
1
今
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
収

益
金
、

一
万
六
千
三
百
八
十
七

円。O
新
町
町
内
会

(神
幸

一
会
長
)

新
町
商
庖
会

(岩
谷
正
浩
会
長
)

型目

園

4 

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

~ 

aj雪
σコ
LlJ 

足
音
亥リ
む、
多リ

詩;

内
山

年
の
瀬
や
岩
木
の
流
れ
と
う
と

う
と

佑三
々
木
夢 u
衣 ‘、

~ 

日青
を
描
く
タ
j皮
十

σコ
雪判明
村-z

ノj、
里子

冬
日古今

る
る
赤
き
鉄
坂橋
田 i笥
車
幸佐.;?J度
人Zり

タに、、
日
平日
法t
tdE 
σ3 

高息
橋羽
干艮
鉄Z休
輪1め

窓
聞
き
余
生
を
言吾
る
冬
日

暁3向
村-f

む冬
れ H青
σ〉
岩
士易

ね
む工
る藤
、ー，
め
σコ

敦
賀

キ百マ
キtt

十

潟

え
カず

く
鳶
σコ
事命

筆 1冬
村f麗

手口

H
資
源
売
却
益
金
、

三
万
円
。

O
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

(川
村
恒
儀
会
長
)

M

M
歳
末

助
け
合
い
募
金
日
十
万
円
。



体 
	

名 月 日 団 

天理教（水元分教会） 5 17 

8 ひまわりの会 10 

平成5年合同除厄祈願祭 

レ対象者 

男（昭和27年 4 月 2 日～昭和28年 4 月1日生 

れの方） 

女（昭和36年 4 月 2 日～昭和37年 4 月 1日生 

れの方） 

レ日 時 平成 5 年 2 月11日（木）午後 1時 

レ場 所 五所川原市中央公民館 

レ案 内 対象者へは別途郵便で直接案内して 

おります。（案内の無い方、市外の方でも希望 

される方は、下記までお問い合わせください） 

レ受付期間 平成 5 年1月29日（金）まてニ 

レ間い合わせ先 市役所 

船水 寛（内線258）・川村清喜（内線291) 

高橋秀人（内線227）・対馬克美（内線204) 

平山耕一（内線304）・山内淳子（内線268) 

「子どもと絵」講演会 
ン講師 山谷 芳弘氏（林小学校長） 

＞内容 「子どもと絵」 

子どもの成長と絵の発達との関連をテーマに 
子育てやしつけのことなど。 

レ日時 2 月 6 日（土）午後 2 時 

レ場所 東奥日報社 3 階ホール 

ンお間い合せ 五所川原おやこ劇場事務局 

（本町50-4 廿 34-2170) 

市指定水道工事業者申請受付 
市水道事業I折では、平成 5 年度に市水道事業 

所が指定する水道工事業者の申請を受付一けしま 

すのでト、手続きをしてください。 

レ受付期間 2 月1日から 2 月15日まて、 

ン受付場所 市水道事業所（不魚住61番地1) 

レ提出書類 

①水道工事業者指定申請書 

②添付書類 

（ァ）建設業法第 3 条の規定による許可証明書 

(4）経営事項審査申請書（写） 

（ウ）工事経歴書及び実績証明書 

什）申請者（法人の場合はその代表者）の履歴 

書及び身分証明書 

（ォ）法人は、その定款及び登記簿謄本 

(か国税及び地方税を完納したことを証明する 

書類 

(k）配管工事に必、要な機械器具保有調書 

⑦責任技術者及び配管技工承認申請書 

※資格要 fLIニ等詳しいことは、市水道事業所（廿 

⑩ 9111番）へお問い合わせください。 

どうも、ありがとうございました 

くるみ園慰問と寄贈 

平成 4年 1 月～12月まで 

慰間の部 

月 日 団 

2 19 五所川原民謡協会慰問 

3
  

5
9

2
02
6
 

 

市老連芸能部慰問

藻川むっみ会慰間

五所川原甚句保存会慰問

市老連芸能部慰問 

4 26 NTT弘前 演劇サークルばっけの会慰問 

6
  

2
7

1
91
92
6
 

 

東北電力慰問

鯵ケ沢婦人部慰問

市老連芸能部慰問

藻川小学校慰問

川山老人クラブ有志慰問 

8 7 若葉町ねぷた慰問 

9 9 五所川原保育園慰問 

10 っ
‘8
  

五所川原民謡教室慰問

ひまわりの会慰問 

11 

10 
20 
28 
28 
30 

東日流ライオンズクラブ慰問 

日蓮宗慰問 

津軽三味線 滝栄会慰間 

藻川小学校（ J RC) 慰問 

五所川原食生活改善推進委員会慰問 

12 

1

1
32
12
2
 

 

社団法人全日本司厨士会青森支部五所川原班慰問 

板柳登」1」ばやし慰問 

さくら保育園慰問 

五所川原保育園慰問 

奉仕の部 

寄贈の部 

月 団 	体 	名（氏名） 寄 贈 内 容 

1
  

青森県治山システム協会北五支部

東北電力五所川原営業所 

梅（ブンゴ） 

県産長芋 

2 県社協（みちのく銀行） リンゴジュース 

っ
J
 
 

市婦人民生委員部会 

山崎岩五郎 

伊予甘 

たこ絵、その他 

4
'
 
 

青森県パン工業組合（くどうパン） 

西北中央病院精神科 

あんパン 

衣類 

6
  

市老人クラブ（芸能部） 

東奥信用金庫 

県経済連（県社会福祉協議会） 

日赤奉仕団飯詰分団 

果物 

資生堂石鹸ホワイト 

長芋・にんにく 

お菓子 

7
  

青森県納豆協会 

かねさ味咽欄 

日赤奉仕団長橋分団 

日赤奉仕団中川分団 

納豆・寿の華 

カルシウム入り味喰・漬物 

お菓子 

お菓子 

8
  

五所川原ロータリークラブ

兼平美容院 

各宗派経テープ 

ャクルト 

。

J
 
 

大阪俊雄（一ッ谷） 

五所川原市農林課 
食
じ
 
用
 

や
 
菊
が
 

土
〕
 
 

10 大阪俊雄（一ッ谷） 食用菊 

日
場
案

レ
レ
レ
 

5 

平成5年合同除厄祈願祭

[>対象者

男 (昭和27年 4月 2日~昭和28年 4片 1日生

れの方)

女 (昭和36年 4月 2日~昭和37年 4月 1日生

れの方)

[>日時 平成 5年 2月11日(木)午後 1時

[>場所 五所川原市中央公民館

[>案内 対象者へは別途郵便で直接案内し て

おります。(案内の無い方、 市外の方でも希望

される方は、下記までお問い、合わせ くださしミ)

じ〉受付期間 平成 5年 1月29日(勉ま で

[>問い合わせ先 市役所

船水 寛(内線258)・川村山喜(内線291)

高橋秀人(内線227)・対馬克美(内線204)

平山耕一 (内線304)・山内淳子(内線268)

「子どもと絵」講演会
[>講師 山谷 芳弘氏(キ本ノト学校長)

[>内容 「子 どもと絵」

子どもの成長と絵の発達との関連をテーマに

子育てやしつけのことなど。

[>日時 2月6日(り 午後2時

[>場所 東奥日報社3階ホール

[>お問い合せ 五所川原おやこ劇場事務局

(本町50-4 ft34-2170) 

市指定水道工事業者申請受付
市水道事業所で、は、平成 5年度に市水道事業

所が指定する水道工事業者の申請を受付けしま

すので、手続きをしてください。

[>受付期間 2月 1日から 2月15日ま で

[>受付場所 市水道事業所 (不魚住61番地1)

[>提出書類

①水道工事業者指定申請書

②添付書類

(ア)建設業法第 3条の規定による許可証明書

(イ)経営事項審査申請書(写)

(ウ)工事経歴普及び実績証明舎

tエ)申請者(法人の場合はその代表者) の履歴

書及び身分証明書

(オ)法人は、 その定数及び登記簿謄本

(カ)国税及び地方税を完納し たこ とを証明する

書類

制 配管工事に必要な機械器具保有調書:

(ク)責任技術者及び配管技工承認申請書

※資格要件等詳し いことは、市水道事業所 (宮

⑪9111番)へお問い合わせ くださ い。

5 

どうも、ありがとうございました

眠藍軍産車IE蕗ヨヨ
平成4年 1月，...，，12月まで

墜塑璽
H I1 l.fl if. 名

2 19 五所川院i民I::n協会!怠!日j
5 r打」主連芸能部慰問

3 
9 議川むつみ会慰問
20 五所川原詩句保存会慰問
26 rli老連芸能書11慰問

4 26 N T T'lLliiJ 演劇サ-7ルばっけの会慰問

2 東北電力!慰問
7 鯵ヶj尺財人昔日慰問
6 19 rli老述芸能昔日慰問
19 ~川小学校慰問
26 川山~人クラブ有忘慰問

8 7 オ?柴田Tねぷた慰問

9 9 五所川原保育悶慰問1

10 
2 五所川原民語教室慰問
8 ひまわりの会慰問

10 来日im7イオンズタフブ慰問
20 ni逗宗慰問
11 28 il!乾二三味線 j竜栄会慰It:]
28 i則11小学校 (JRC)慰問
30 五所川原食生活改持推進委J..I会慰問1

1 社団法人全日本pJhiJ士会青森支部五所川原妊慰問

12 
13 板柳盈Hばやし慰問
21 さくら保育園慰問
22 五所川原保育同慰問

空fiO)$!
団体

5 I 17 I天理教 (水足分教会)

直聖璽
月 同 f本 名 (氏 名)

1 Il~~森県i白山 システム協会北五支部
-*北電力五所川原'必業所

2 県社協 (みちのく 銀行)

3 I r同I~人民生委員部会
山崎約五郎

4 
青森県ノfン工業組合(くどうパン)

西北中央病院精神科

市~人タフ プ(芸能部)

6 
-*奥信用金庫

県経済連 (県社会福祉協議会)

n赤奉仕団飯詰分間
汗森県納豆協会

7 
かねさ味附側

日赤奉仕同長橋分[司

LI赤奉仕問中川分間

8 
五所川原ロータリークフプ

:lIt平美幸手院

9 
大阪俊縫 (ーツ谷)

五所川原市農林J*
10 大阪俊雄(ーツ谷)

名

寄 贈内容

侮 (プンゴ)

l早産長芋

リンコeジュース

伊予甘

たこ絵、 その他

あんパン

A~i 

果物

資生堂石鹸ホワイト

長芋 ・にんにく

お築子

納豆 ・寿の肇

カルシウム入り味噌・漬物

お集 F

お菜チ

各宗j脈経テープ

ヤクルト

食用菊

じゃがいも

食庁l菊
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▽
社
員
の
種
類
 

①
一
般
社
員
 
毎
年
五
百
円
以

上
 

②
銀
色
特
別
社
員
ー
毎
年
千
円

以
上
 

③
金
色
特
別
社
員
ー
毎
年
三
千

円
以
上
（
銀
色
特
別
社
員
完
了

の
人
は
毎
年
二
千
円
）
 

④
銀
色
有
功
章
社
員
ー
二
十
万

円
以
上
（
三
年
払
い
で
も
可
）
 

⑤
金
色
有
功
章
社
員
ー
五
十
万

円
以
上

（
三年
払
い
で
も
可
）
 

▽
主
な
事
業
 

①
国
際
活
動
（
大
災
害
な
ど
で

の
援
助
活
動
）
 

②
災
害
救
護
活
動
（
国
内
の
災

害
で
の
救
護
活
動
）
 

③
医
療
活
動
（
大
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
）
 

④
血
液
事
業
（
血
液
を
必
要
と

す
る
と
き
の
供
給
）
 

⑤
救
急
法
、
水
上
安
全
法
、
家

庭
看
護
法
の
講
習
 

⑥
青
少
年
赤
十
字
（
こ
ど
も
赤

十
字
）
 

⑦
赤
十
｛ユ
奉
仕
団
（
災
害
時
の

救
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

市
福
祉
事
務
所
日
赤
担
当
（
廿

内
線
2
9
5
番
）
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
事
業
の

趣
旨
に
協
賛
す
る
社
員
の
拠
出

金
と
寄
付
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

本
年
も
二
月
一
日
か
ら
、
県

内
一
斉
に
社
員
の
増
強
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
近
く
、
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
に
奉
仕
者
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
 一
世
帯
一
人

は
社
員
に
な
り
赤
十
字
事
業
に
 

エ
イ
ス

講

習
会
．
 

十
ニ
月
『「
日
は
“世
界
垂
難
ズ
豪

ー
」
です
。
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業

所

（藤
田
亮
平
所
長
）
で
は
、
 

十
二
月
十
六
日
、
従
業
員
・
家

族
を
対
象
に
五
所
川
原
保
健
所

所
長
（
桜
庭
魔
次
先
生
）
を
講

師
に
迎
え
 
「ェ
イ
ズ
講
習
会
」
 

を
開
催
し
ま
し
た
。
 

“
エ
イ
ズ
）
に
対
し
て
は
テ

レ
ビ
・
新
聞
の
情
報
に
よ
り
、
 

関
心
も
高
く
、
約
六
十
人
が
参

加
、
「
ス
ラ
イ
ド
」
映
写
を
観
て

の
講
演
に
、
質
問
も
多
く
出
さ
 

い
。
 

れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
一
日
と
 

6
 

な
り
ま
し
た
。
 

感
染
者
は
、
日
本
で
も
年
々

増
え
、平
成
四
年
九
月
現
在
、一
一

千
三
百
六
十
九
人
と
な
り
、
発

症
し
た
患
者
さ
ん
は
四
百
九
十

七
人
を
数
え
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
 一

回
二
千
五
百
円
程
度
で
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
心

配
の
方
は
、
性
別
と
年
齢
を
申

し
出
る
だ
け
で
、
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
 

平成 5年度 一一＝＝豊7買mツ

市・県民税申告相談日程表 

地
区
 

月 目 曜
  

対 象 区 域 時間 相談会場 

一
一一
 
好
  

4
‘
 
に
J
  

2
 
2
 
 

木

金
 

高瀬・鶴ケ岡 

藻川 

9 】 20 
I 

15:00 
コミコ二ニ，テ
イセンタ― 

2・6 土
  

藻川 
9: 20 

、 
12:00 

二 	好 
36-2014 

中

川
  

2
8
2
9
 

 

月

火
 

川山・種井 

沖飯詰・桜田・中泊 

9 】 20 
i 

15:00 

コミュニテ
イセンター 
中 

36一2012 

飯

詰
  

2' 10 

2・12 
水
金
 

橋上・下岩崎 

橋下 

9 :20 
1 

15:00 

コミコ一ニテ
イセンター 
飯 	詰 
37- 2141 

七
 
和
  

2・15 

2・16 

2・17 

月
火
水
 

原子・俵元 

羽野木沢・高野 

前田野目・持子沢 

9: 20 
I 

15:00 

コミュニテ
イセンター 
七 	和 
29一2111 

梅
沢
  

2・18 木
  

梅田‘中泉 
9 】 20 
i 

15:00 

梅 	沢 
コ ミ二1一ニテ
イセンター 
28一2111 

松
 
島
 
 

2・19 

2' 22 

2・23 

金
 

月
火
 

吹畑・石岡（田園町含
む） ・漆川（十川町含
む） 

一野坪・太刀打・米田

水野尾・唐笠柳・金山 

9 :20 
i 

15:00 

コミュニテ
イセンター 
松 	島 

34一2942 

栄
  

っ
。2
 
2
 
 

っ
山
 
。
山
 
。
乙
  

4
 
5
 
6
 
 

.
 

.
 

.
 
 

水
木
金
 

みどり町 

稲実・姥落 

七ッ館・広田 

9: 20 
、 

15:00 

コミコ．ニテ
イセンター 
さ 	か え 
35-1926 

毘
沙
門
  

1l 
月
火
 

毘沙門 

長富 

9: 20 
、 

15:00 

毘沙門・長富
コミュニテイ
セ ン タ ー 

36一2013 

長
 
橋
 

り
べ一
 

（j
 

コ
J
  

3
 
4
 
5
 
 

.
 

.
 

.
 
 

水
木

金
 

野里・豊成・福山 

戸沢・松野木 

浅井・神山 

9: 20 
1 

15:00 

コミュニテ
イセンター 
長 	橋 
29- 3111 

本
 

庁
  

3・8 

3・9 

3' 10 

3・11 

3・12 

3'15 

月
 
火
 
水
 
木
 
金
 

月
 

寺町・川端町・小曲・
長橋橋元・新宮町・新
宮岡田・新宮松元 

新町・柳町・栄町・田
町・八重菊・不魚住・
錦町 

幾世森・柏原町・鎌谷
町・一ッ谷・鳥森・下
り枝・弥生町・布屋町・
幾島町 

末広町・上平井町・中
平井町・元町・旭町・
雛田・敷島町・蘇鉄 

岩木町・芭蕉・東町・
本町・大町・田川・若
葉・平和町・蓮沼 

松島町・下平井町・湊・
湊団地 

9 :00 
i 

is:oo 

市 	民 
文化会館 

34一3191 

※平成 5 年度市・県民税申告書は申告相談会場、市役所

税務課及び各支所に備付けしてあります。 

赤
十
字
社
員

僧
強
運
動
に

ご
協
力
を
/

!
日
赤
五
所
川
原
市
地
区

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
社
員
の
種
類

①
一

般
社
口
ー
毎
年
五
百
円
以

上②
銀
色
特
別
社
員
1

毎
年
千
円

以
上
③
金
色
特
別
社
員
1

毎
年
三
千

円
以
上

(銀
色
特
別
社
員
完
了

の
人
は
毎
年
二
千
円
)

④
銀
色
有
功
章
社
員
l
二
卜
万

円
以
上

(三
年
払
い
で
も
可
)

⑤
金
色
有
功
輩
社
員
l
五
十
万

円
以

t
(三
年
払
い
で
も
可
)

マ
主
な
事
業

①
国
際
活
動

(大
災
害
な
ど
で

の
援
助
活
動
)

日
本
赤
卜
字
社
は
、
事
業
の

週
旨
に
協
賛
す
る
社
員
の
拠
出

金
と
寄
付
金
に
よ

っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
も
二
月

一
日
か
ら
、
県

内

一
斉
に
社
日
の
増
強
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
近
く
、
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
に
奉
仕
省
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、

一
世
帯

一
人

は
社
員
に
な
り
赤
卜
{
子
事
業
に

平成5年度
市・県民税申告相談日程表

②
災
害
教
護
活
動

(囲
内
の
災

害
で
の
教
護
活
動
)

③
医
療
活
動

(
大
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
)

④
血
液
事
業

(血
液
を
必
要
と

す
る
と
き
の
供
給
)

⑤
教
急
法
、
水
上
安
全
法
、
家

庭
看
護
法
の
講
習

⑥
青
少
年
赤
十
字

(
こ
ど
も
赤

卜
字
)

⑦
赤
ト
字
奉
仕
同

(災
害
時
の

教
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
日
赤
担
当

(
宮

内
線
2
9
5
番
)

工
イ
采
講
習
会
市…………

十

一

嘉

一一
一
日
一一野

義

一一色
紙
一
一
忽
一株
…I
一」
で
す
。

東
北
電
力
側
五
所
川
原
営
業

所

(
藤
田
亮
平
所
長
)
で
は
、

卜
二
月
十
六
日
、
従
業
対

・
家

族
を
対
象
に
五
所
川
原
保
健
所

所
長

(桜
庭
麿
次
先
生
)
を
講

師
に
迎
え
「
エ
イ
ズ
講
胃
会」

を
開
催
し
ま
し
た
。

H

エ
イ
ズ
H

に
対
し
て
は
テ

レ
ビ
・
新
聞
の
情
報
に
よ
り
、

関
心
も
高
く
、
約
六
卜
人
が
参

加
、
「
ス
ラ
イ
ド
」
映
写
を
観
て

の
講
演
に
、
質
問
も
多
く
山
さ

れ
る
な
ど
、
打
怠
義
な

A

け
と

な
り
ま
し
た
。

感
染
省
は
、
日
本
で
も
年
々

増
え
、
平
成
同
年
九
日
現
在
、
二

千
三
百
六
卜
九
人
と
な
り
、
発

症
し
た
中
五
さ
ん
は
同
百
九
卜

ヒ
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
4

川
4

一千
バ
行
川
利一院
で
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
心

配
の
点
は
、
性
別
と
年
齢
を
巾

し
山
る
だ
け
で
、
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
山
ド
さ

地 JJ 11 E渥 対象 |弐域 H与HU 相談会均
[l{ 

2・4 木 高瀬・鶴ヶ防l 9 :20 
コミュニテ

2 . 5 金 深川 15:00 ィセンター

9 :20 好

!ZJ- 2・6 土 藻川 36-2014 
12:00 

9 :20 コミュニァ中 2・8 月 川山・4重弁 ィセンター

}II 2・9 火 j中飯誌 ・4安山 ・rl'泊 '1' JII 
15:00 36-2012 

9 :20 コミュニァ飯 2・10ノk橋上 ・下岩崎 ィセンター

きu口k 2.12 金 橋下 15:00 
飯 J占
37-2141 

七 2・15月 原子 ・俵元 9 :20 
コミュニテ

2・16火 羽里子木沢 .[:}j野
ィセンター

七羽|
手日 2・177]< 前回里子日・持子沢 15: 00 

29-2111 

梅 9 :20 梅沢

2・18木 梅田 ・中泉
コミュニテ

沢 ィセンター
15:00 28-2111 

欧畑・石岡(回図町合

総 2・19金 む) ・漆川 (卜川町含 9 :20 
コミュニテ

む) ィセンター

松』UJ
島 2・22月 一野坪 ・太万打 ・米田 15:00 34-2942 
2.23 火 水野尾 ・唐笠柳 ・金山

2・24水 みどり町 9 :20 コミュニテ

栄 2・25木 稲実 ・姥治
ィセンター

金 ヒッ館広田 15:00 さかえ2・26 35-1926 

l'E. 3・1 月 箆沙門 9 :20 毘沙門・長官

ド少 コミュニティ

r~ 3・2 火 長富 15:00 
センター
36-2013 

長 3・3Aて 里子里 ・豊成 ・福山 9 : 20 
コミュニァ

3・4 木 戸沢 ・総里子木
ィセンター

長崎
橋 3・5金 浅井 ・神山 15:00 

29-3111 

寺田J.川端町 ・小曲・
3・8 月長崎橋元・新宮町・ 新

宮岡町 ・新宮松元

新町 ・柳町 ・栄町 ・1:11
3・9 火 町 ・八重菊 ・不魚住 ・

本 錦町

幾世森 ・柏原町 ・鎌谷

3・10水
田J.ーッ谷 ・烏森 ・下

9 :00 I行 Kり枝・弥生町・布屋町・
幾島田T 文 化 会館

末広田J.J:平井町 ・中
15:00 34-3191 

3・11木 平井田J.元町.It!l町・
庁 雛囚 ・敷l込町 ・蘇鉄

岩木町 ・ 芭1!.~ . )↓I町・
3・12金 本田J.大田J.凶川 .{'f 

集 ・平和田J. ~釦召

3・15月
松島町 .F平井町.i奏・
j奏団地

6 

※予成5年度r打・県民税申告lfは中待相談会場、市役所
税務ぷ及び各支所に備付けしてあります。



平成 4 年中の市の主な行事 
1 月15日 618メ、が新成メ、を祝う。 

1 月16日 竜飛精工（有）立地協定調印（誘致企業 

20番目） 

2 月 9 日～11日 第22回冬フエスティノくル開催 

2 月12日～14日 市長出稼者を激励（伊勢崎市、 

松戸市他） 

2 月17日 21世紀五所川原市総合開発計画（案） 

の答申 

2 月24日 「赤～いりんこし をテーマに果樹産 

地活性化シンポジウム開催 

2 月26日 加藤かよさん（明治20年生・105歳） 

（市内稲実字開野）県内最長寿者となる。 

3 月25日 平成 4 年度市の一般会計予算17億 

9,600万円をLIi-議会に提案 

3 月26日 農業後継者、海外研修（アメリカ相l) 

を市長へ報告 

4 月 1 日 五所川原まちづく り翻会社設立。（代 

表取締役 中村伸太郎氏） 

4 月18日～30日 北限の梅まつり （フラワーセ 

ー／ ター） 

4 月23日 飯詰浄水場改造工事 

5 月 9 日～10日 赤～いりAJごの花まつり （市 

内ーッ谷） 

5 月n日 県知事へ、市の重点事業を要望。 

5 月31日 五所川原ili民植樹祭（狼野長根公園） 

6 月 8 日 「虫おく り」 が市指定無形文化財に 

指定  

6 月14日 虫お、く りイ建I素マラソン大会 

6 月21日 「I) ス トラー G21j -21世紀に向け 

て五所川原を再び活力あるまちにー（社）青年会 

議所主催 

7 月 4 日～ 5 日 第 3 回ごしょがわら牧場・花 

菖蒲せせらぎまつり開催 

8 月 3 日 ．ふるさと交I荒圏民センター工事着工 

8 月 4 日～7 日 虫おく りと火まつり 

8 月26日 五所川原合唱団‘「グロスマン賞コン 

テスト合唱コンクール」 で金賞を受賞。 

9 月11日 市老人福祉：大会 

9 月29日 「五所川原の明日に向って」 シンポ 

ジウム （五所川原商工会議所主催） 

10月17日 市立南小学校校舎新築落成 
	 ' 

10月19日 藻川地区農業集落排水処理施設落成 

10月21日 市合同金婚式 

10月23日～25日 第一回環日本海熱気球選手権 

大会・岩木川河川まつりとコスモスまつり・ 

豊暁つがる平野へっちょまつり 

10月28日～11月18日 21世紀五所川原市民会議 

地域集会 開催（市内12ケ所） 

10月31日～11月 1 日 第 9 回ごしょがわら産業 

まつり 

11月 1 日 第1回工業活性化賞（誘致企業表彰） 第 1回工業活性化賞（誘致企業表彰） 

n月 3 日 市文化褒賞・市褒賞表彰式 市文化褒賞・市褒賞表彰式 

11月 4 日 納税完納者表彰 納税完納者表彰 

11月13日 むらづくりパネルディスカション開催 むらづくりパネルディスカション開催 

マイスター農産物流通 

ゼミナール開催 
レねらい 農産物万充通の実態と今後の方向に・つ 

いて研修及び講演を開催します。 

レ期 日 平成 5 年 1月19日吹）13時～16時 

D場 所 鶴田町 「国際交流会館」 

D講演内容 演題（仮）「翻べ百特グ明日は農業 

の時代だ」 講師 自然派ネッ トワーク代表 

塚田 猛氏 

レ主 催 津軽西北五地域広域市町村圏協議会、 

五所川原地区農業経営士・青年農業士会 

レ間い合わせ先 五所川原地区農業改良普及所 

大寺まで（か（③④）21 11 内線246) 

冬季間の踏切事故には 
充分気をつけましょう ！ 

①踏切通行の際は、必ず一旦停止、左右を確認し

てから通行しましょう。 

②警報機が鳴りだしたら危険です。絶対に踏切に

立ち入らないでください。 

③脱輪防止のため、狭い踏切でのすれ違いは、譲

りあって渡りましょう。 

④吹雪や窓の曇りなどで見えないときは、窓をあ

けて確認してから渡りましょう。 

⑤踏切内で動けなくなったときは、非常ボタンや

発炎筒などで列車を止めるようにしてください。 

J R 五 能 営 業 所

五所川原市交通安全対策協議会 

⑥平成 4 年分譲渡所得OH固別記載指導日程 
2月1日（月）--2月15日（月） 

⑥平成 4 年分申告所得税と贈与税の納秒鉢目談日程 
2月1日（月）~3月15日（月） 会場：税務署 
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平成4年中の市「の主な行事
1月15日 618人が新成人を祝う 。

1月16日 竜飛精工(布立地協定調印 (誘致企業

20番目)

2 月 9 日 ~11 日 第22回冬フェスティパル開催

2 月 12 日 ~14 日 市長出稼者を激励(伊勢崎市、

松戸市他)

2月17日 21世紀五所川原市総合開発計画(案)

の答申

2月24日 「赤~いりんご」をテーマに果樹産

土也活性化シンポジウ ム開催

2月26日 加藤かよさん(明治20年生・ 105歳)

(市内稲実字開野)県内最長寿者と なる。

3月25日 平成 4年度市の一 般会計予算17億

9，600万円を市議会に提案

3月26日 農業後継者、海外研修(アメリカ他)

を市長へ報告

4月 1日 五所川原まちづくり閥会社設立。(代

表取締役 中村伸太郎氏)

4 月 18 日 ~30 日 北限の梅ま つり(フラワーセ

ンター)

4月23日 飯詰浄水場改造工事

5 月 9 日 ~10 日 赤 ~ いりんごの花ま つ り(市

内ーッ谷)

5月11日 県知事へ、市の重点事業を要望。

5月31日 五所川原市民植樹祭(狼野長根公園)

6月 8日 「虫おくり」が市指定無形文化財に

指定

マイスター農産物流通
ゼミナール開催

1>ねらい 農産物流通の実態と今後の方向につ

いで研修及び講演を開催します。

1>期日 平成 5年 1月19日伏)13時 -16[1寺

1>場所鶴田町 「国際交流 会館」

仁〉講演内容 演題(仮)r朔べ百特グ明日は農業

の時代だ」 講師 自然派ネットワ ーク代表

塚田猛氏

1>主催 津軽西北五地域広域市町村圏協議会、

五所川原地 区農業経営士 ・青年農業士会

1>問い合わせ先 五所川原地区農業改良普及所

大寺まで (ft⑪2111内線246)

6月1話回 虫おくり健康マラソン大会

6月21日 「リストラー G21J -21世紀に向け

て五所川原を再び活力あ るまちにー(社)青年会

議所主催

7 月 4 日 ~5 日 第 3回ごし ょがわら牧場・花

百蒲せせらぎまつり開催

8月 3日 ふるさと交流圏民センター工事者工

8 月 4 日 ~7 日 虫お くりと火ま つり

8月26日 五所川原合唱団「グロスマン賞コン

テス ト合唱コ ンクール」で金賞を受賞。

9月11日 市老人福祉大会

9月29日 「五所川原の明日に向って」シンポ

ジウム(五所川原商工会議所主催)

10月17日 市立南小学校校舎新築落成

10月19日 藻川地区農業集落排水処理施設落成

10月21日 市合同金婚式

10月 23日 ~25 日 第一回環日本海熱気球選手権

大会 ・岩木川河川 まつりとコスモスまつり ・

登鏡つがる平野へっちょまつり

10月 28日 ~11 月 18 日 21世紀五所川原市民会議

一地域集会一開催(市内12ヶ所)

10月 31 日 ~11 月 1 日 第 9回ごしょがわら産業

まつり

11月 1日 第 1回工業活性化賞(誘致企業表彰)

11月 3日 市文化褒賞・市褒賞表彰式

11月 4日 納税完納者表彰

11月13日 むらづくりパネルデイスカ ション開催

冬季聞の踏切事故には
充分気をつけましょう f

①踏切通行の際は、必ず一旦停止、左右を確認し

てから ~1T しましょう 。

②幸子報機が鳴りだしたら危険です。絶対に踏切に

立ち入ら ないでください。

③目見輪防止のため、狭い踏切でのすれ違いは、議

りあってj度りましょう。

④吹雪や窓の曇りなどで見えないときは、窓をあ

けて石宣言忍しでから』度りましょう。

⑤踏切内で動けなくなったときは、非常ボタ ンや

発炎筒などで列車を止めるようにしてください。

J R 五能営業所
五所川原市交通安全対策協議会

。 平成4年分譲渡所得の個別記載指導日程
2月 1日(月)-2月15日〈月〉

。平成4年分申告所得税と贈与税の納税相談日程
2月百日(月)-3月15日(月〉 会場:税務署
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愛犬は 
正しく飼いましよう．/ 

I 

1. 犬の放し飼いはできません。他人への迷惑や事故防止のため、必ず、オ I-)にいれるか、鎖 

でつないでください。 
	

（放し飼いをすると 	1 万円の罰金） 

2‘犬の運動は、必ず綱をつけて人の少ないとき、 ところをえらんで行い、人にかみついたり

しないように1主意しましょう。 

3‘飼い犬は最後まで責任をもって飼いましょう。 もし万一飼育できなくなつたときは保健所 

までつれてきてください。 
	

（犬を捨てると 	 3 万円の罰金） 

4 ．飼い犬が人をかんだとき、飼い主は保健所へと どけなければなりません。 

（届け出ないと 	 5 千円の罰金） 

首につけておかなければなりません。 r登録をしないと 	3万円の,金、 

×注射をしないと 	3 万HQ)罰金ノ 

5 ．犬の飼い主は、毎年1回登録と、与 

また、犬にかまれた人も保健所にとどけてください。 

犬の飼い主は、毎年1回登録と、狂犬病の予防注射を受けさせて、鑑札と注射済票を犬の 

）むやみに仔犬を繁殖させないようにしましょう。 

）犬をやかましくほえさせないようにしましょう。 

）犬のフンはみんなが迷惑します。 飼い主は必ず’始末しましょう。 

くわしいことは五所川原保健所へどうぞ 
（五所川原市末広町14 電話⑩ 210の 

●

1
2

つ
〕
 

6 ．その他 

鯵鯵鯵鯵綴 ////>鷺麟 
市では、平成 5 年度に市が発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受イ寸いたし

ます。 

ト受付期間 平成 5 年 2 月 1日から平成 5 年 2 月28日まで（土曜日、 日曜日及び祝祭日を除くJ 

ト受付場所 財政課契約調達係 ト提出方法 持参又は郵送 ト提出書類 次のとおり（各1部） 

建 	設 	工 	事 測量等（測量・建設コンサルタント等） 物品等（役務の提供を含む） 

一般競争（指名競争）入札参加資格

審査申請書（建設省統一様式） 

経営事項審査結果通知書（建設業法

第27条の23に規定されている経営に

関する客観的事項の審査を終了した

もの0 ただし、平成 4 年度中にこの

審査を終了したものに限るJ 
建設業許可証明書 ※納税証明書・

営業所一覧表・工事経歴書・技術者

経歴書・営業用機械器具調書・身分

証明書（イ固人）・登記簿謄本（法人）・

営業証明書（個人）・主要取引金融機

関名・委任状・使用印鑑届 

一般競争（指名競争）入札参加資格

審査申請書（測量・建設コンサルタ

ント等）（建設省統一様式） 

登録証明書等 ※納税証明書・営業

所一覧表・営業経歴書・技術者経歴

書・測量等実績調書・財務諸表・身分

証明書（個人）・登記簿謄本（法人）・

営業証明書（イ固人）・主要取引金融機

関名・委任状・使用印鑑届 

物品等一般競争（指名競争）入札参

加資格審査申請書（市独自様式）（申

請用紙は、財政課にあります） 

※納税証明書 身分証明書（個人）・

営業証明書（個人）・登記簿謄本（法

人）・財務諸表・代理店及び特約店証

明書・委任状・使用印鑑届・物品等

供給業者カ一ド 

営業に必要な資格等の写し（有資格

者又は事業登録証明書など） 

（注）書類の不備なものにっいて

は、受付いたしませんので留

意してください。 特に建設工

事入札参加希望業者は、早め

に建設大臣又は都道府県知事 

消費税法における課税事業者又は免税事業者届書（市内業者のみ） 

（様式は、財政課にありますが、各自で適宜作成してもかまいませんJ 

※納税証明書 1．本店が市内にある法人については、代表者個人の納税

証明書も添付すること。 

2 ．支店及び営業所等が市内にある業者については、市の

納税証明書も添付すること。 

にしてください。 

ト間い合わせ 財政課契約調達係 

（内線330番） 
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J多機縁族務務機簸集委議案雲
市では、平成 5年度に市が発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたし

ます。

砂受付期間 平成 5年 2月 1日から平成 5年 2月28日まで(土曜日、日曜日及び祝祭日を除く。)

砂受付場所 財政謀契約調達係 砂提出方法 持参又は郵送 砂提出書類 次のとおり(各 1部)

建 言宣 工 事 測量等(演tl盆・建設コンサルタント等) 物品等(役務の提供を含む)

一般競争(指名競争)入札参加資絡 一般競争(指名競争)入札参加資格 物品等一般競争(指名競争)入札参

審査申請書(建設省統一様式) 審査申請，l}(測量 ・建設コンサルタ 加資格審査申請書(市独自様式)(申

経営事項審査結果通知;!.t(建設業法 ント等)(建設省統一線式) 請用紙は、財政課にあります)

第27条の23に規定されている経営に 登録証明5等 ※納税証明 .~t: ・ 営業 ※納税証明S 身分証明;!):(個人)・
関する客観的事項の審査を終了した 所一覧表・営業経歴3・技術省経歴 営業証明，'J(個人)・受記簿謄本(法
もの。ただし、平成4年度中にこの ~; . illlJf立等実絞訴iJJ1・財務諸表・身分 人)・財務諸表・代埋庖及び特約庖証
審査を終了したものに限る。) 証明書(個人)・登記簿謄本(法人)・ 明主・ 委任状・使用印鑑届 ・物品等|

建設業許可証明書 ※納税証明 I"~. 営業証明;!J:(個人)・主要取引金融機 供給業者カード
営業所一覧表 ・工事経歴;!}:・技術者 閲名 ・委任状 ・使用印鑑届 営業に必要な資絡等の写し (有資絡

経歴書 .1言業用機械器具調3・身分 者又は事業登録証明Sなど)
証明;!.t(個人)・登記簿謄本(法人)・

営業証明書(個人)・主要取引金融機

関名・委任状 ・使用印鑑届

消費税法における課税事業者又は免税事業者届;!):(市内業者のみ)

(様式は、財政課にありますが、各自で適宜作成しでもかまいません。)

※納税証明L!J 1 本庖が市内にある法人については、代表省個人の納税

証明.I}も添付すること。

2.支底及び蛍業所手が市内にある業省については、市の

納税託明書も添付すること。

(i主

の経常事項審査を受けるょっ

にしてください。

砂問い合わせ 財政課契約調達係

(内線330番)

もし万一飼育できなくなったときは保健所

(犬を捨てると ...............3万円の罰 金)

飼い主は保健所へとどけなければなりません。

(届け出ないと...............5千円の罰 金)

また、犬にかまれた人も保健所にとどけてください。

5.犬の童晶、主は、 毎年1回登録と、狂犬病の予防注射を受けさせて、鑑札と注射済票を犬の
首につけておかなければなりません。 (登録をしないと............3万円の罰 金 ¥

3主射をしないと・・・・・・・・・・・・ 3万円の罰金ノ

6.その他 1 )むやみに仔犬を繁殖させない ようにしましょう 。
2 )犬をやかましくほえさせないよ うにしましょう。

3 )犬のフンはみんなが迷惑 します。飼い主は必ず始末 しましょう。

くわしいことは五所川原保健所へどうぞ
(五所川原市末広町14 電話 ⑩ 2108)
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ガン予防12カ条⑩ 

おコゲは 

避けよう。 

，‘一ー 	 ’ 

	
、 

ぺ暫『の処置、どうしていますか 
最近、死んだペッ トを、山林や、河川敷

へ捨てる、不法投棄が目立っています。 

死んだペッ トは原則として一般的なコ声ミ

あつかいとなりますので適正な女/L置を行い、 

不法投棄はしないようにしてください。 

もし処置に困った場合は保健環境課（内 

線269番）へお問い合せください。 

、 

インフ)レエンザが流行しそうです／ 

今冬は11月頃よりイ ンフルエンザが全国的に

集団発生しています。 東北でも山形県で多各生し

ていることから、本県でも、今後流行すること 

が予測されます。 	 一 

特に受験期を迎える中学生、高校生は生活の ’ 

I) ズムがくずれやすく、体調が不調になりがち 
	

/ 

です。 又、抵抗力の弱い乳幼児やお年寄りを中 

心に一般の人もインフルエンザにかかるニ恐れが 

十分ありますので、次のことに注意をしてイン 

フルエンサゴの予防に努めましょう。 

注意 

①外出後はうがいと手洗いの励行。 

②休養と栄養、睡眠を十分とり生活のリズム 

をくずさない。 

③汗をかいた後は、すぐ着替えをして体を冷 

や’さない。 

④室内の気温は一定にしておく。 

⑤人ごみの中にできるだけ行かないように。 

⑥換気はこまめに行なう。 

⑦もしかかったかなと思ったら、早目に医師 

にみてもらい安静にする。 

⑧マスクをする。 	 ~ 

（ホコリや雑菌の侵入を防ぎ、のどの保温 ’ 

と湿度を保つ。 又、他人への感染も防ぐ。） 

イ ンフルエンザは感染力が強いので日常生活 

に注意しましょう。 

レ間い合わせ 

五所川原保健所（廿34-2108. 2109) 

市役所 保イ建環境課（内線268. 272) 

I 

む
睦

日
H
 

]
 

「
月
％
 

、 	市役所公35-ユ111  / 

2 月の保健センター相談日 
2 月 5 日、12日、19日、26日でトす。 （毎週金曜 

日）。 

レ時 間 午前10時から午後 3 日寺までト。 

ン内 容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相 

談に応じますので、赤ちゃんからお年寄りま 

でお気軽にご利用ください。 

ンお間い合わせは保健環境課へ（廿内線268番）。 

乳幼児の健康醸轟麟， 
ン場 所 市保f建セノ タ 

レ受付時間 12 : 30-12 : 45まてニ 

ン持参するもの 母子1建康手帳、バスタオル。 

3 歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参

ください。 転入者の方、不明な点はご連絡く

ださい。 

※注意 （ユ）6 カ月ィ建康木目談にーっごうで来れなか

った場合は、神経芽珠田胞腫（小児がん）の検

査セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。 (6 カ

月、 7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 
H4年 

10月生まれ 
H
2
 
5

日
”
 
年

9
  
日
 
因
 

健康診査 

6 カ 月 児 
H4年 

7 月生まれ 
2 月16日吹） 健康相談 

1 	歳 児 H
  

4
1
 

年
月
 

」
よ
 

れ
 

生
  

2 月22日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H
  

3
8
 

年
月
 

」
よ
 

れ
 

生
  

2 月23日（火） 健康診査 

3 歳 児 H
  

元
8
 

年
月
 
＋
よ
 
れ
 

生
  

2 月17日困 健康診査 

「燃えるゴミ」「燃えないゴミ」の 
再確認 

第四中学校 浜館加代子 

（衛生環境づくり標語の部特別賞） 
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~一

睦月

市役所 n35-2111

2思の保健セシター相談日
2月 5目、 12日、 19日、 26円です。 (1i]:週金脳

日)。

[>時間午前10時から午後 3時まで。

[>内 容血圧測定、 尿検査等を含めた健康相

談に応、じますので、赤ちゃんからお年寄りま

でお気軽にご利用ください。

[>お問い合わせは保健環境謀へ(宮 内線268寄)。

乳幼J息の健康診査
[>場 所市保健セ ンター

[>受付時間 12: 30-12: 45まで

[>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、!示を小ピ ンに入れて持参

ください。転入者の方、不明な点はご連絡く

ださい。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞臆(小児がん)の検

査セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健

環士究課窓口にもらいにきてください。 (6ヵ

月、 7ヵ月児に限る。)

②病気療護中(持に伝染'1'1:の病気)のお子

さんはご遠慮ください。

月 メ% 対象児 期 日 内手F

3ヵ月児
H4年 H 5年

健康診査10月生まれ 2月9R(火)

6ヵ月児
H 4年

2 J116日伏) f建);jt相談
7月生まれ

ト一一一 一一一

1 歳児 H 4年 2月22日(fI) fiJ1康相談1月生まれ

1歳6ヵ月児 H 3年 2月23日(:1¥) 健康診査8月生まれ

3 歳児
H元年

2月17日(ホ) 健康診査
8月生まれ

「燃えるゴミJi燃えないゴミ」の
再確認

第四中学校 浜館加代子

(衛生環境づくり標語の部特別賞)
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ガン予防12カ条@

aンヨルエン!授が流伝い話お芯嘉♂
今冬は11月頃よりイ ンフルエンザが全国的に

集団発生しています。東北でも山形県で発生し

ていることから、本県でも、今後流行すること

が予測されます。

特に受験期を迎える中学生、高校生は生活の

リズムがくずれやすく、体調が不調になりがち

です。 又、抵抗力の弱い乳幼児やお年寄りを中

心に一般の人もインフルエンザにかかる恐れが

十分ありますので、次のことに注意をしてイン

フルエンザの予防に努めましょう。

注意

①外出後はうがいと手洗いの励行。

②休長と栄建、睡眠を十分とり生活のリズム

をくず、さない。

③汗をかいた後は、すぐ符替えをして体を冷

Jやさない。

④室内の気混は一定にしておく。

⑤人ごみの中にできるだけ行かないように。

⑥換気はこまめに行なう 。

⑦ もしかかったかなと思ったら、早自 に医師

にみてもらい安静にする。

③マスクをする。

(ホコリや雑菌の侵入を防ぎ、のどの保温

と湿度を保つ。又、他人への感染も防ぐ。)

イ ンフルエンザは感染力が強いので日常生活

R 

/ 

h
司

a

，、、、

，〆

〆

に注意しましょう。

[>問い合わせ

五所川原保健所 (ft34-2108、2109)

市役所保健環境課 (内線268、272)_..-...............IITI.......................................................••. .. 、
; 匂 Pの処置、 どうしていますか ! 
! 最近、死んだベットを、山林や、河川敷 i
iへ捨てる、不法投棄が目立っています。 i 
j 死んだべ y トは原1!リとしてー般的なゴミ ! 
iあつかいとなりますので適正な処置を行い、 i
j不法投棄はしないようにしてくださいo i 
i もし処置にl本Iった場合は保健環境課(内 i
i線 269番)へお問い合せください。 ; 



ト日 時 

1月14日（木） 

午前10時～11時30分 
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ご家族みんなで参加しませんか

第23回妻多フェス 

◆ 2 月 6 日 （土） (＠前夜祭 

午後 6 時 菊ケ丘水郷公園（菊ケ丘運動公園） 

⑥親子探検宝さがし大会 

午後 6 時40分 菊ケ丘水郷公園特設コース 

☆参加資格 親子（ 2 名）で子供は小学生以下 

☆賞 品 ゲームボ「ーイ他 

☆受 付 当日午後 5 時30分から会場で 

受けイ寸け（先着50組）懐中電灯持参 

◆ 2 月 7 日 （日） 

⑥五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦 

午前10時～ ili民文化会館大ホール 

☆種 目 歌謡の部・民謡の部・手踊りの 

部（一般・少年イ固人） 

☆参加資格 とくに資格は問わないが、手踊 

り少年の部は中学生以下とする。 

☆歌謡の部は、 カラオケとする。 出演者は、 

テープ持参のこと。 

⑥第 7 回五所川原津軽凧揚げ大会 

午前 9 時30分～ 五所川原市北斗グランド 

☆種 目 A クラス （団体20枚以上） B ク 

ラス （高校、一般12----19枚） C クラス （高 

校、一般11枚以下） D クラス （中学以下10 

枚以下） 

※間い合せ先 五所川原津軽凧の会 一戸 

" 36一2791 

◆ 2 月11日 （木） 

⑥第 2 回雪上マウンテンバイククロスカント IJ 

ーレース 

午前 9 時30分～ 菊ケ丘水郷公園  

☆種 目 一般の部・レテ’ィースの部・高 

校の部・小、中学校の部 

☆参加資格 健康な身体を有する人 

※参加料 

一般・レテ了ィース・高校の部 3,000円 

小・中学校の部 	 1 ,000円 

＠陣取り合戦 

午前 9 時30分～ 菊ケ丘水郷公園 

☆参加資格 1チーム 5 人で司、学生 3 年生以 

上の健康なメ、 

⑥親子虫ぞり曳き大会 

午前 9 時30分 菊ケ丘水郷公園特設コース 

☆参加資格 親子（ 2 名）で子イ共が小学生以下 

☆賞 品 ゲームポ’ーイイ也 

※申し込み、問い合せ先 

市役所商工観光課内、観光協会事務局 ，内 

線（259) 

※申し込み締切‘) 

歌謡・民謡・手踊り王座決定戦、マウンテン 

ノぐイ ククロスカン トリーレース 

1月22日 （金） まて与 

その他 	 1月29日 （金） まて、 その他 
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ご家族みんなで参加しませんか

第23回怠フエ

(翁ケ丘運動公園)

カ種 目 一般 の部 ・レディースの部・高

校の部 ・小、 中学校の部

食参加資格健康な身体を有する人

※参加料

一般 ・レディース ・高校の部

小・中学校の部

@陣取り合戦

午前 9時30分~ 菊ケ丘水郷公園

女参加資格 1チーム 5人で小学生 3年生以

上の健康な人

@親子虫ぞり曳き大会

午前 9時30分 翁ケ丘水郷公園持設コース

女参加資格 親子(2名)で子供が小学生以下

女賞 品ゲームボーイ他

※申し込み、問い合せ先

市役所商工観 光課内、観光協会事務局

線 (259)

※申し込み締切り

歌謡・民謡 ・手踊り王座決定戦、マウンテン

ノfイククロスカントリーレース

1月22日

1月29日

宮 内

3，000円

1，000円

+ 2月 6日 (土) @前夜祭

午後 6時菊ケ丘水郷公園

@親子探検宝さがし大会

午後 6時40分 菊ケ丘水郷公園特設コース

大参加資格 親子(2名)で子供は小学生以下

女賞 品ゲームボーイ 他

女受 付当日午後 5時30分から会場で

受け付け(先省50組)懐中電灯持参

+2月 7日 (日)

@五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦

午前10時~ 市民文化会館大ホール

女種 目 歌謡の部 ・民謡の部 ・手踊りの

部(一般 ・少年個人)

カ参加資格 とくに資格は問 わないが、

り少年の部は中学生以下とする。

女歌謡の部は、カラオケとする。出演者は、

テープ持参のこと。

@第 7回五所川原津軽凧揚げ大会

午前 9時30分~ 五所川原市北 斗グランド

女種 目 A クラス(団体20枚以上) Bク

ラス(高校、一般12-19枚)cクラス(高
校 、一般11枚以下) D クラス(中学以下10

枚以下)

※問い合せ先

手踊

五所川原津軽凧の会

乞雪36-2791

4・2月11日 (木)
@第 2回雪上マウンテンバイククロスカントリ

ー レース

午前 9時30分~

一-fコ

(金)

(金)

沢
田
瑠
華
さ
ん
(
毘
沙
門
小
五
年
生
)

N
T
T
ふ
れ
あ
い
ト

l
ク

大
賞
を
受
賞

で

で

ま

ま

同
大
賞
の
テ
l
マ
「
胸
い

っ
ぱ
い
の
感
動
」
に
は
、
全

そσコ千也菊ケ丘水郷公園

砂日時

1月14円(木)

午前10時-11時30分

砂場所

市立図書館

冬やすみこどものつどい
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